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LIFE　LIGHT　LOVE

収益事業会計予算書
2026年₄月１日から
2027年₃月31日まで

（単位：円）
 科　　　目 2026年度予算

Ⅰ営業損益 　
（1）営業収益 42,000,000
（2）営業費用  1,361,000
営業利益  40,639,000

Ⅱ営業外損益
（1）営業外収益 115,000
経常利益 40,754,000
学校会計繰入前利益 40,754,000
学校会計繰入金支出 37,493,000
税引前当期純利益 3,261,000
法人税、住民税及び事業税 3,261,000
当期純利益 0

　
二
〇
二
六
年
度
の
学
校
法
人

東
北
学
院（
以
下
、「
本
院
」と
い

う
。）の
予
算
は
、「TG

 G
rand 

V
ision 150

第
Ⅲ
期
中
期
計
画

（
二
〇
二
六
年
度
～
二
〇
三
〇
年

度
）」及
び「
中
期
財
政
フ
レ
ー

ム
第
五
期（
二
〇
二
六
年
度
～
二

〇
三
〇
年
度
）」の
財
政
指
標
の

達
成
を
念
頭
と
し
た
予
算
編
成

方
針
に
基
づ
き
編
成
を
行
っ
た
。

【
事
業
活
動
収
支
予
算
書
】

　
二
〇
二
六
年
度
予
算（
案
）の

概
略
に
つ
い
て
、事
業
活
動
収
支

予
算
書
に
基
づ
き
説
明
す
る
。

〈
教
育
活
動
収
支
〉

一
．教
育
活
動
収
入

　

教
育
活
動
収
入
計
は
、二
〇

二
五
年
度
補
正
予
算（
以
下
、

「
前
年
度
補
正
予
算
」と
い
う
。）

に
比
べ
て
、約
四
億
六
百
二
十

七
万
円
増
の
約
二
百
八
億
千
九

百
九
十
七
万
円
と
見
込
ん
だ
。

こ
れ
は
主
に
、学
生
生
徒
等
納

付
金
、経
常
費
等
補
助
金
及
び

雑
収
入
の
増
に
よ
る
も
の
で
あ

る
。以
下
に
詳
し
く
述
べ
る
。

①
教
育
活
動
収
入
の
中
で
最
も

大
き
な
割
合
を
占
め
る
学
生
生

徒
等
納
付
金
は
、前
年
度
補
正

予
算
に
比
べ
て
約
二
億
四
千
六

百
十
九
万
円
増
の
約
百
五
十
八

億
九
千
三
百
二
十
四
万
円
と
見

込
ん
だ
。主
な
理
由
は
、大
学
部

門
に
お
け
る
学
生
生
徒
等
納
付

金
の
改
定
に
伴
う
授
業
料
等
の

増
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

②
経
常
費
等
補
助
金
は
、約
一
億

四
千
八
百
十
六
万
円
の
増
と
見

込
ん
だ
。こ
れ
は
主
に
、学
校
法

人
部
門
に
お
け
る「
大
学
・
高
専

機
能
強
化
支
援
事
業
」の
助
成

金
の
増
等
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

③
雑
収
入
は
、主
に
大
学
部
門

に
お
け
る
退
職
者
数
の
増
に
伴

う
私
立
大
学
退
職
金
財
団
交
付

金
収
入
の
増
等
に
よ
り
、前
年

度
補
正
予
算
に
比
べ
て
約
千
四

百
六
万
円
の
増
と
見
込
ん
だ
。

二
．教
育
活
動
支
出

　

教
育
活
動
支
出
計
は
、前
年

度
補
正
予
算
に
比
べ
て
約
二
億

七
千
九
百
二
十
七
万
円
減
の
約

百
八
十
九
億
九
千
七
百
六
十
五

万
円
と
見
込
ん
だ
。こ
れ
は
主

に
、人
件
費
の
増
と
教
育
研
究

経
費
及
び
管
理
経
費
と
の
減
の

差
異
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

①
教
育
活
動
支
出
の
中
で
最
も

大
き
な
割
合
を
占
め
る
人
件
費

は
、前
年
度
補
正
予
算
に
比
べ

て
約
二
億
千
七
百
七
十
七
万
円

増
の
約
九
十
億
二
千
九
百
四
十

五
万
円
と
見
込
ん
だ
。こ
れ
は

主
に
、教
員
採
用
計
画
に
伴
う

教
員
人
件
費
の
増
に
よ
る
も
の

で
あ
る
。

②
教
育
研
究
経
費
は
、前
年
度

補
正
予
算
に
比
べ
て
約
二
億
九

千
四
百
四
十
八
万
円
減
の
約
八

十
五
億
三
千
七
百
七
十
九
万
円

と
見
込
ん
だ
。こ
れ
は
主
に
、東

北
学
院
総
合
情
報
基
盤
シ
ス
テ

ム
二
〇
二
五
の
構
築
委
託
業
務

と
、大
学
部
門
に
お
け
る
教
学

系
シ
ス
テ
ム
二
〇
二
五
の
導
入

開
発
業
務
の
終
了
に
伴
う
情
報

管
理
委
託
費
の
減
等
に
よ
る
も

の
で
あ
る
。

③
管
理
経
費
は
、前
年
度
補
正

予
算
に
比
べ
て
二
億
二
百
五
十

六
万
円
減
の
約
十
四
億
三
千
四

十
一
万
円
と
見
込
ん
だ
。減
少

の
理
由
は
教
育
研
究
経
費
と
同

様
で
あ
る
。

　
そ
の
結
果
、教
育
活
動
収
支
差

額
は
、前
年
度
補
正
予
算
に
比
べ

て
六
億
八
千
五
百
五
十
四
万
円

増
の
約
十
八
億
二
千
二
百
三
十
二

万
円
の
収
入
超
過
と
見
込
ん
だ
。

〈
教
育
活
動
外
収
支
〉

一
．教
育
活
動
外
収
入

　

教
育
活
動
外
収
入
計
は
、前

年
度
補
正
予
算
に
比
べ
て
約
九

百
二
十
五
万
円
増
の
約
二
億
五

千
二
百
八
十
一
万
円
と
見
込
ん

年
度
補
正
予
算
に
比
べ
て
約
十

七
億
四
千
七
百
六
十
一
万
円
増

の
約
三
十
億
四
千
四
百
六
十

四
万
円
と
し
た
。こ
れ
は
主
に
、

東
北
学
院
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
整

備
計
画
第
三
期
の
進
捗
に
基
づ

く
、基
本
金
組
入
対
象
資
産
の

増
加
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

〈
当
年
度
収
支
差
額
〉

　
そ
の
結
果
、当
年
度
収
支
差

額
は
、前
年
度
補
正
予
算
に
比

べ
て
約
二
億
五
千
四
百
八
十

八
万
円
支
出
超
過
が
増
え
、約

九
億
二
千
五
百
万
円
の
支
出

超
過
と
見
込
ん
だ
。

〈
基
本
金
取
崩
額
〉

　
基
本
金
取
崩
額
は
、前
年
度

補
正
予
算
に
比
べ
て
約
千
六
百

四
十
二
万
円
増
の
約
二
千
七
百

七
十
三
万
円
と
見
込
ん
だ
。

〈
翌
年
度
繰
越
収
支
差
額
〉

　

こ
の
こ
と
か
ら
、二
〇
二
六

年
度
予
算
に
お
い
て
、前
年
度

繰
越
支
払
資
金
を
含
む
累
積
の

収
支
を
示
す
翌
年
度
繰
越
収
支

差
額
は
、前
年
度
補
正
予
算
に

比
べ
て
約
八
億
九
千
七
百
二
十

七
万
円
支
出
超
過
が
増
加
し
、

約
百
十
五
億
千
六
百
五
十
二
万

円
の
支
出
超
過
と
な
る
見
込
み

で
あ
る
。

　

参
考
と
し
て
、各
区
分
の
事

業
活
動
収
支
の
合
計
に
つ
い
て
、

事
業
活
動
収
入
計
は
前
年
度
補

正
予
算
に
比
べ
て
約
四
億
四
千

三
百
四
万
円
増
の
二
百
十
一
億

千
八
百
七
十
二
万
円
、事
業
活
動

支
出
計
は
約
十
億
四
千
九
百
七

十
万
円
減
の
約
百
八
十
九
億
九

千
九
百
八
万
円
と
見
込
ん
だ
。

【
資
金
収
支
予
算
書
】

　

資
金
収
支
予
算
書
に
お
け

る
翌
年
度
繰
越
支
払
資
金
に

つ
い
て
、前
年
度
補
正
予
算
に

比
べ
て
約
十
四
億
九
千
九
百

八
十
六
万
円
増
の
約
百
六
十

六
億
五
千
七
百
八
十
七
万
円

と
見
込
ん
だ
。

　

な
お
、二
〇
二
六
年
度
末
に

お
い
て
、現
預
金
で
あ
る
翌
年

度
繰
越
支
払
資
金
の
ほ
か
に
、

支
払
資
金
に
充
当
可
能
な
資

金
と
し
て
、東
北
学
院
大
学

キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
計
画
関
連

事
業
へ
の
支
払
設
定
資
金
を

除
き
、短
期
の
有
価
証
券（
譲

渡
性
預
金
）五
十
六
億
円
を
保

有
す
る
予
定
で
あ
る
。

　【
収
益
事
業
会
計
予
算
書
】

　

本
院
の
会
計
は
学
校
法
人

会
計
と
収
益
事
業
会
計
に
区
分

し
て
行
っ
て
い
る
。

　
二
〇
二
六
年
度
の
収
益
事
業

の
内
容
は
、駐
車
場
用
地
賃
貸

で
あ
る
。収
益
事
業
会
計
に
お
い

て
生
じ
た
利
益
金
は
、そ
の
一
部

又
は
全
部
を
学
校
会
計
に
繰
り

入
れ
る
も
の
と
し
、二
〇
二
六
年

度
は
約
三
千
七
百
四
十
九
万
円

を
学
校
会
計
の
付
随
事
業
・
収

益
事
業
収
入
に
計
上
し
て
い
る
。

　

以
上
、二
〇
二
六
年
度
予
算

は「
中
期
財
政
フ
レ
ー
ム
第
五

期
」及
び「TG

 G
rand V

ision 
150

」に
沿
っ
た
各
設
置
学
校

の
重
点
施
策
の
実
現
を
念
頭
に

編
成
し
た
。

　

本
院
は
、建
学
の
精
神
の
堅

持
を
根
本
理
念
と
し
、㈠
教
育

事
業
を
安
定
的
に
持
続
さ
せ
る

経
営
、㈡
社
会
的
に
適
切
と
さ

れ
る
経
営
、㈢
社
会
に
対
し
て

説
明
責
任
を
果
た
す
経
営
、の

三
つ
の
基
本
方
針
に
よ
り
教
育

事
業
の
経
営
に
あ
た
る
こ
と
を

経
営
理
念
と
し
て
い
る
。

　
「TG

 G
rand V

ision 150

」

に
基
づ
く
経
営
計
画
の
実
現

は
、本
院
の
発
展
と
将
来
的
な

経
営
の
安
定
化
に
寄
与
す
る

も
の
で
あ
る
。経
営
理
念
に
則

り
、経
営
計
画
を
実
現
す
る
た

め
の
安
定
的
な
財
政
基
盤
の

　
本
院
は
二
〇
三
六
年
の
創
立

百
五
十
周
年
を
見
据
え
た
東
北

学
院
中
長
期
計
画「TG

 G
rand 

V
ision 150

」を
策
定
し
て
い

る
。TG

 G
rand V

ision 150

は
、加
速
す
る
少
子
化
に
よ
る

激
動
の
時
代
に
お
い
て
、ま
さ

に「
社
会
か
ら
選
ば
れ
る
学
校
」

と
し
て
の
東
北
学
院
を
実
現

す
る
た
め
の「
導
き
の
糸
」に

ほ
か
な
ら
な
い
。TG

 G
rand 

V
ision 150

の
目
標
、つ
ま
り

創
立
百
五
十
周
年
を
迎
え
た

と
き
の
東
北
学
院
の
姿
は
、

東
北
・
北
海
道
地
区
で「
比
類

な
き
学
校
」と
な
っ
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。い
よ
い
よ
二
〇

二
六
年
度
か
ら「TG

 G
rand 

V
ision 150

第
Ⅲ
期
中
期
計

画（
二
〇
二
六
～
二
〇
三
〇
年

度
）」が
ス
タ
ー
ト
す
る
。
創

立
百
五
十
周
年
を
迎
え
る
二

〇
三
六
年
ま
で
あ
と
十
年
で

あ
る
こ
と
か
ら
、次
期
第
Ⅳ
期

中
期
計
画
は「
完
成
に
向
け
た

仕
上
げ
の
五
年
」と
な
り
、
第

Ⅲ
期
中
期
計
画
はTG

 G
rand 

V
ision 150

の「
発
展
の
核
と

な
る
五
年
」と
し
て
位
置
付
け

ら
れ
る
。本
年
度
の
事
業
計
画

は
、こ
の
第
Ⅲ
期
中
期
計
画
の

初
年
度
に
当
た
る
二
〇
二
六
年

度
の
単
年
度
計
画
と
し
て
策

定
し
た
。

㈠㈠�

学
校
法
人
東
北
学
院（
法
人

事
務
局
）

　

第
Ⅲ
期
中
期
計
画
で
は
、学

校
法
人
部
門
で
は
学
校
法
人
全

体
の
計
画
と
し
て
、経
営
資
源

三
計
画（
人
事
計
画
、財
政
計

画
、施
設
整
備
計
画
）を
掲
げ
、

各
設
置
校
の
計
画
と
有
機
的
に

連
動
を
図
っ
て
い
く
こ
と
と
し

て
い
る
。学
校
運
営
面
で
は
、将

来
の
事
務
職
員
数
の
適
正
化
を

図
る
構
想
の
も
と
、
教
育
・
研

究
の
質
を
落
と
さ
ず
、学
生
・

生
徒
の
支
援
を
高
次
に
担
え
る

組
織
体
制
の
構
築
を
目
指
し
て

い
く
。職
員
人
事
面
で
は
、戦
略

的
政
策
立
案
型
職
員
育
成
た
め

に
、「
東
北
学
院
事
務
職
員
人
事

制
度
」を
継
続
し
て
進
展
さ
せ
、

さ
ら
に
Ｓ
Ｄ
活
動
の
充
実
を

図
り
、職
員
の
意
識
改
革
と
職

場
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
く
こ

と
と
し
て
い
る
。
財
政
運
営
面

で
は
、中
期
財
政
フ
レ
ー
ム
に

基
づ
き
、本
院
の
事
業
を
永
続

的
・
発
展
的
に
維
持
し
て
い
く

た
め
に
健
全
な
財
務
体
制
を
築

い
て
い
く
。
変
わ
る
東
北
学
院

の
象
徴
で
あ
る「
東
北
学
院
大

学
キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
計
画
」に

よ
り
、設
置
校
ご
と
の
教
育
改

革
に
応
じ
、既
存
施
設
設
備
の

計
画
的
な
整
備
を
行
っ
て
い
く
。

㈡㈡
東
北
学
院
大
学

　

TG
 G

rand Vision 150

の

ビ
ジ
ョ
ン
で
あ
る「
ゆ
た
か
に
学

び 

地
域
へ 

世
界
へ
ー
よ
く
生

き
る
心
が
育
つ
東
北
学
院
ー
」

の
さ
ら
な
る
具
現
化
を
目
指
し

て
、中
期
的
に
考
え
今
年
度
よ

り
留
学
生
寮
の
充
実
、日
本
語

留
学
生
別
科
新
設
の
構
想
な
ど

に
向
け
て
積
極
果
敢
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
、短
期
留
学
、交
換
留

学
と
同
様
に
、私
費
留
学
生
の

受
け
入
れ
を
増
や
し
、地
域
の

大
学
と
し
て
の
役
割
の
み
な
ら

ず
、世
界
を
め
ざ
す
大
学
と
し
て

の
役
割
を
果
た
し
て
い
き
た
い
。

研
究
面
に
お
い
て
も
、国
際
的

な
学
術
誌
の
掲
載
料（
Ａ
Ｐ
Ｃ
）

の
大
学
負
担
、そ
し
て
掲
載
の

た
め
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
設

け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、教
員
へ
の

便
宜
を
図
り
た
い
。

　
ま
た
教
学
改
革
の
歩
み
を
着

実
に
進
め
、本
年
度
四
月
よ
り

リ
カ
レ
ン
ト
、リ
ス
キ
リ
ン
グ

の
た
め
の
社
会
人
受
け
入
れ
を

標
榜
し
た
大
学
院
改
革
を
実

施
す
る
。
経
営
学
研
究
科
は
、

「
税
務
・
会
計
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ン
」、「
経
営
者
・
実
務
家
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
」の
二
つ
の
社
会
人

向
き
の
コ
ー
ス
制
を
敷
き
、
他

方
で
履
修
証
明
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

開
始
す
る
。人
間
情
報
学
研
究

科
も
東
北
学
院
大
学
心
理
相
談

室
の
開
設
に
よ
り
、「
公
認
心
理

師
」コ
ー
ス
を
強
化
す
る
予
定

で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、既
存
の
地
域
連
携
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の「
未
来
の
扉
セ

ン
タ
ー
」、学
修
支
援
の「
ラ
ー

ニ
ン
グ
・
コ
モ
ン
ズ
」、留
学
支

援
の「
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
セ
ン

タ
ー
」に
加
え
て
、本
年
度
よ
り

第
Ⅲ
期
中
期
計
画
が
開
始
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
Ｉ
Ｔ
・
デ
ジ

タ
ル
学
修
支
援
の「
Ｉ
Ｔ
教
育

支
援
セ
ン
タ
ー（
い
わ
ゆ
る
Ｉ

Ｔ
コ
モ
ン
ズ
）」（
仮
称
）、さ
ら
に

は「
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ

教
育
セ
ン
タ
ー
」の
立
ち
上
げ

を
構
想
し
、正
課
と
密
接
に
絡

ん
だ
学
修
支
援
を
し
て
い
き
た

い
。こ
う
し
た
本
年
度
の
事
業

計
画
を
推
進
す
る
た
め
に
、部

署
横
断
的
な
全
学
的
取
り
組
み

を
実
施
し
、「
比
類
な
き
大
学
」

の
実
現
を
目
指
し
た
い
。

㈢㈢
東
北
学
院
中
学
校
・
高
等
学
校

　
共
学
化
五
年
目
を
迎
え
る
本

校
は
、建
学
の
精
神
を
ベ
ー
ス

に
、「
未
来
学
力
を
育
て
る
、中

高
一
貫
教
育
」を
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
に
掲
げ
、と
も
に
生
き

る
力
を
育
む
、未
来
志
向
で
生

徒
中
心
の
中
学
校
・
高
等
学
校

と
な
る
こ
と
を
目
指
す
。特
に
、

本
年
度
か
ら
は
さ
ら
に
多
様
性

に
対
応
し
た
教
科
指
導
、生
徒
指

導
方
法
の
検
討
を
進
め
、成
長

実
感
を
育
む
た
め
の
支
援
体
制

の
整
備
を
目
指
す
こ
と
等
を
通

じ
て
、「
社
会
か
ら
選
ば
れ
る
学

校
」で
あ
り
続
け
ら
れ
る
よ
う
、

学
校
教
育
の
質
的
な
改
革
に
継

続
的
に
取
り
組
み
、教
育
効
果

と
実
績
の
向
上
に
努
め
て
い
く
。

㈣㈣
東
北
学
院
榴
ケ
岡
高
等
学
校

　
二
〇
二
五
年
四
月
に
移
転
し

た
大
学
泉
キ
ャ
ン
パ
ス
二
号
館

の
充
実
し
た
環
境
の
下
で
、二

〇
一
九
年
度
導
入
の
コ
ー
ス
制

及
び
二
〇
二
三
年
度
入
学
生
か

ら
導
入
し
た
進
学
重
視
型
単

位
制
の
教
育
内
容
の
一
層
の
充

実
を
図
る
。「
特
別
進
学
」「
Ｔ

Ｇ
選
抜
」「
総
合
進
学
」各
コ
ー

ス
が
目
標
と
す
る
三
年
間
を
通

し
た
教
育
活
動
の
シ
ラ
バ
ス
に

基
づ
き
、多
様
な
進
路
希
望
に

応
じ
た
学
力
を
育
む
と
と
も

に
、変
化
の
激
し
い
社
会
で
力

強
く
生
き
抜
き
、
社
会
・
地
域

に
貢
献
で
き
る
人
材
を
育
成
す

る
た
め
、生
徒
個
々
の
課
題
解

決
能
力
の
伸
長
を
目
指
す
個

別
最
適
な
学
習
及
び
協
働
的

な
学
習
を
提
供
す
る
教
育
を

着
実
に
実
践
す
る
。

㈤㈤
東
北
学
院
幼
稚
園

　

教
育
活
動
に
お
い
て
は
、園

児
の
探
求
的
学
び
の
資
質
を

育
む
た
め
従
来
の
活
動
を
再
考

し
、
設
置
学
校
の
学
生
・
生
徒

と
の
新
た
な
交
流
活
動
を
取
り

入
れ
、園
児
の
知
的
好
奇
心
の

育
ち
を
支
え
、将
来
に
わ
た
る

東
北
学
院
で
の
学
び
に
つ
な
げ

て
い
く
。
ま
た
、
未
就
園
児
対

象
の
子
育
て
支
援
活
動
に
重
点

を
置
き
、「
気
軽
に
」「
楽
し
ん

で
」参
加
で
き
る
よ
う
内
容
の

充
実
を
図
り
、参
加
者
の
逓
増

を
図
る
。更
に
子
育
て
に
困
難

を
抱
え
る
保
護
者
へ
の
一
助
と

し
て
、相
談
窓
口
や
関
係
機
関

と
の
連
携
を
深
め
て
い
く
。

だ
。こ
れ
は
主
に
、受
取
利
息
・

配
当
金
に
つ
い
て
、予
算
編
成

時
の
資
産
計
画
に
沿
っ
て
計
上

し
た
も
の
で
あ
る
。

　
そ
の
結
果
、教
育
活
動
外
収

支
差
額
は
、前
年
度
補
正
予
算

に
比
べ
て
約
九
百
二
十
五
万
円

増
の
約
二
億
五
千
二
百
八
十
一

万
円
の
収
入
超
過
と
見
込
ん
だ
。

〈
経
常
収
支
差
額
〉

　

教
育
活
動
収
支
差
額
と
教

育
活
動
外
収
支
差
額
を
合
わ
せ

た
経
常
収
支
差
額
は
、前
年
度

補
正
予
算
に
比
べ
て
約
六
億
九

千
四
百
七
十
九
万
円
増
の
約
二

十
億
七
千
五
百
十
三
万
円
の
収

入
超
過
と
見
込
ん
だ
。

〈
特
別
収
支
〉

一
．特
別
収
入

　

特
別
収
入
計
は
、前
年
度
補

正
予
算
に
比
べ
て
約
二
千
七
百

五
十
二
万
円
の
増
と
見
込
ん
だ
。

こ
れ
は
主
に
、大
学
部
門
に
お
い

て
、施
設
設
備
補
助
金
を
見
込

ん
だ
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

二
．特
別
支
出

　

特
別
支
出
計
は
、前
年
度
補

正
予
算
に
比
べ
て
約
七
億
七
千

四
十
三
万
円
の
減
と
見
込
ん
だ
。

こ
れ
は
主
に
、賞
与
引
当
金
特

別
繰
入
額
の
減
に
よ
る
も
の
で

あ
る
。

　
そ
の
結
果
、特
別
収
支
差
額

は
、前
年
度
補
正
予
算
に
比
べ

て
約
七
億
九
千
七
百
九
十
五
万

円
支
出
超
過
が
改
善
し
、約
四

千
四
百
五
十
一
万
円
の
収
入
超

過
と
見
込
ん
だ
。

〈
基
本
金
組
入
前

当
年
度
収
支
差
額
〉

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、基
本
金

組
入
前
当
年
度
収
支
差
額
は
、

前
年
度
補
正
予
算
に
比
べ
て

約
十
四
億
九
千
二
百
七
十
四

万
円
収
入
超
過
が
増
加
し
、二

十
一
億
千
九
百
六
十
四
万
円
の

収
入
超
過
と
見
込
ん
だ
。

〈
基
本
金
組
入
額
合
計
〉

　

基
本
金
組
入
額
合
計
は
、前

2026年度
学
校
法
人 

東
北
学
院

事
業
計
画
及
び
予
算
に
つ
い
て

事
業
計
画

Ⅰ
予
算
に
つ
い
て

Ⅱ
常
任
理
事（
総
務
担
当
）　

阿
部
　
重
樹

常
任
理
事（
財
務
担
当
）　

鈴
木
　
勇

資 金 収 支 予 算 書
2026年₄月１日から
2027年₃月31日まで収入の部 （単位：円）

 科　　　目 2026年度予算 2025年度補正予算 差　　異
学 生 生 徒 等 納 付 金 収 入                             15,893,237,000  15,647,051,000 246,186,000
手 数 料 収 入                                   343,144,000  343,410,000 △  266,000
寄 付 金 収 入                                   143,795,000  143,944,000 △  149,000
補 助 金 収 入                                   3,968,844,000  3,791,009,000 177,835,000
資 産 売 却 収 入                                 50,000,000  500,000,000 △ 450,000,000
付 随 事 業 ・ 収 益 事 業 収 入                                     83,365,000  87,093,000 △ 3,728,000
受 取 利 息 ・ 配 当 金 収 入  215,312,000  202,560,000 12,752,000
雑 収 入                                       472,589,000  521,083,000 △  48,494,000
借 入 金 等 収 入 0  0 0
前 受 金 収 入                                   2,855,207,000  2,878,303,000 △ 23,096,000
そ の 他 の 収 入                                 7,283,069,000  3,903,690,000 3,379,379,000
資 金 収 入 調 整 勘 定 △  3,187,794,000 △  3,241,990,000 54,196,000
前 年 度 繰 越 支 払 資 金  15,158,012,968  13,877,742,968 1,280,270,000
収 入 の 部 合 計  43,278,780,968  38,653,895,968 4,624,885,000

支出の部 （単位：円）
 科　　　目 2026年度予算 2025年度補正予算 差　　異

人 件 費 支 出                                   9,050,547,000  8,944,311,000 106,236,000
教 育 研 究 経 費 支 出                             6,111,104,000  6,445,344,000 △  334,240,000
管 理 経 費 支 出                                 1,174,167,000  1,374,288,000 △  200,121,000
借 入 金 等 利 息 支 出 0  0 0
借 入 金 等 返 済 支 出 0  0 0
施 設 関 係 支 出                                 4,080,921,000  373,334,000 3,707,587,000
設 備 関 係 支 出                                 499,588,000  275,447,000 224,141,000
資 産 運 用 支 出                                 1,691,282,000  2,688,964,000 △  997,682,000
そ の 他 の 支 出                                 4,560,731,000  3,954,381,000 606,350,000

〔 予 　 備 　 費 〕 0  0 0
資 金 支 出 調 整 勘 定                            △ 547,430,000 △ 560,186,000 12,756,000
翌 年 度 繰 越 支 払 資 金                          16,657,870,968  15,158,012,968 1,499,858,000
支 出 の 部 合 計 43,278,780,968  38,653,895,968 4,624,885,000

事 業 活 動 収 支 予 算 書
2026年₄月１日から
2027年₃月31日まで （単位：円）

教

育

活

動

収

支

科　　　　　目 2026年度予算 2025年度補正予算 差　　異

事
業
活
動

収
入
の
部

学 生 生 徒 等 納 付 金                             15,893,237,000  15,647,051,000 246,186,000
手 数 料                                       343,144,000  343,410,000 △  266,000
寄 付 金                                       128,442,000  130,080,000 △ 1,638,000
経 常 費 等 補 助 金                                       3, 938,256,000  3,790,097,000   148,159,000
付 随 事 業 収 入                                     45,872,000  46,097,000 △ 225,000
雑 収 入                                       471,023,000  456,968,000  14,055,000
教 育 活 動 収 入 計                                 20,819,974,000  20,413,703,000 406,271,000

事
業
活
動

支
出
の
部

人 件 費                                       9, 029,446,000  8,811,672,000  217,774,000
教 育 研 究 経 費                                 8, 537,792,000  8,832,275,000 △  294,483,000
管 理 経 費                                     1, 430,414,000  1,632,974,000 △ 202,560,000
徴 収 不 能 額 等  0  0 0
教 育 活 動 支 出 計                                 18,997,652,000  19,276,921,000 △ 279,269,000

教 育 活 動 収 支 差 額                              1,822,322,000   1,136,782,000 685,540,000

教
育
活
動
外
収
支

科　　　　　目 2026年度予算 2025年度補正予算 差　　異
事
業
活
動

収
入
の
部

受 取 利 息 ・ 配 当 金                             215,312,000  202,560,000  12,752,000
その他の教育活動外収入  37,493,000  40,996,000 △ 3,503,000
教 育 活 動 外 収 入 計                                 252,805,000  243,556,000 9,249,000

事
業
活
動

支
出
の
部

借 入 金 等 利 息                                 0  0 0
その他の教育活動外支出  0  0  0
教 育 活 動 外 支 出 計                                 0  0 0

教 育 活 動 外 収 支 差 額    252,805,000  243,556,000 9,249,000
経 常 収 支 差 額 2,075,127,000 1,380,338,000 694,789,000

特

別

収

支

科　　　　　目 2026年度予算 2025年度補正予算 差　　異
事
業
活
動

収
入
の
部

資 産 売 却 差 額                                 0  0 0
そ の 他 の 特 別 収 入  45,941,000  18,420,000 27,521,000
特 別 収 入 計  45,941,000  18,420,000 27,521,000

事
業
活
動

支
出
の
部

資 産 処 分 差 額                                 1, 429,000  122,212,000 △ 120,783,000
そ の 他 の 特 別 支 出  0  649,644,000 △ 649,644,000
特 別 支 出 計  1,429,000  771,856,000 △ 770,427,000

特 別 収 支 差 額 44,512,000 △△  753,436,000 797,948,000
〔 予 　 備 　 費 〕  0  0 0
基 本 金 組 入 前 当 年 度 収 支 差 額 2,119,639,000 626,902,000 1,492,737,000
基 本 金 組 入 額 合 計 △  3,044,635,000 △ 1,297,023,000 △ 1,747,612,000
当 年 度 収 支 差 額 △ 924,996,000 △ 670,121,000 △ 254,875,000
前 年 度 繰 越 収 支 差 額 △ 10,619,251,754 △ 9,960,441,754 △ 658,810,000
基 本 金 取 崩 額 27,729,000 11,311,000 16,418,000
翌 年 度 繰 越 収 支 差 額 △ 11,516,518,754 △ 10,619,251,754 △ 897,267,000

（参考） 事 業 活 動 収 入 計 21,118,720,000 20,675,679,000  443,041,000
事 業 活 動 支 出 計 18,999,081,000 20,048,777,000  △ 1,049,696,000

確
立
に
は
、収
支
の
健
全
化
及

び
自
己
資
金
の
確
保
は
不
可

欠
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、今
後
と
も
既
存
事

業
を
徹
底
的
に
見
直
し
、経
営

資
源
投
入
の
選
択
と
集
中
を

一
層
推
し
進
め
、「TG

 G
rand 

V
ision 150

」を
実
現
す
る
強

固
な
財
政
基
盤
の
確
立
を
推
し

進
め
る
所
存
で
あ
る
。


